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　　兵
庫
県
支
部

新
年
交
礼
会
の
開
催

令
和
元
年
度
の
新
年
交
礼

会
が
令
和
二
年
一
月
二
十
五

日
（
土
）、
湊
川
神
社
内
楠
公

会
館
に
お
い
て
、
本
年
度
担

当
の
宮
村
文
隆
神
戸
ブ
ロ
ッ

ク
長
（
副
支
部
長
）
を
筆
頭

に
、
神
戸
ブ
ロ
ッ
ク
の
役
員

の
皆
様
を
は
じ
め
、
支
部
役

員
の
お
世
話
に
よ
り
、
会
員

六
十
一
名
の
参
加
の
下
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

司
会
の
古
川
清
代
美
さ
ん

の
進
行
の
下
、
宮
村
神
戸
ブ

ロ
ッ
ク
長
の
開
会
の
こ
と
ば

に
、
続
き
、
服
部
忠
彦
支
部

長
か
ら
新
年
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。我

々
会
員
に
と
っ
て
、
目

出
度
い
三
つ
の
重
な
り
事
が
、

こ
の
三
年
間
続
く
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

ま
ず
一
つ
目
は
、
元
号
が

改
め
ら
れ
平
成
か
ら
令
和
へ

の
改
正
、
令
和
元
年
は
国
民

的
祝
賀
の
年
で
あ
っ
た
。

二
つ
目
は
、
令
和
二
年
は

干
支
の
初
年
の
「
子
」
の
年

で
あ
り
、
ま
た
、
国
民
の
待

ち
続
け
た
東
京
五
輪
の
記
念

す
べ
き
年
で
あ
る
。

最
後
の
三
つ
目
は
、
令

和
三
年
は
我
が
支
部
創
立

三
十
五
周
年
の
こ
れ
ま
た
、

目
出
た
い
記
念
の
年
で
あ
る
。

創
立
三
十
五
周
年
記
念
行
事

は
物
資
両
面
の
諸
情
勢
か
ら
式

典
は
中
止
、
会
員
一
人
ひ
と
り

が
再
認
識
を
し
て
令
和
三
年
度

の
各
行
事
に
冠
を
と
し
て
、
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

１
面
か
ら
の
つ
づ
き

立
嵩
山
小
学
校
（
愛
媛
県
）

四
国
中
央
市
立
寒
川
小
学
校

（
佐
賀
県
）
唐
津
市
立
湊
中
学

校
、
見
借
子
ど
も
ク
ラ
ブ

Ⅱ  

緊
急
時
貢
献
表
彰

 
 

防

火 

（
岩
手
県
）
株
式
会
社　

岩
手

銀
行　

金
ヶ
崎
支
店
（
東
京

都
）
矢
口
夏
生

 

人

命

救

助 

（
青
森
県
）
久
保
陽
聖
、
佐
々

木
秀
博（
岩
手
県
）黒
沢
清
治
、

黒
沢　

繁
（
栃
木
県
）
瀬
間

陽
太
、
田
名
網
俊
介
、
浜
崎

リ
ュ
ウ
、
田
中
カ
イ
ト
、
大

槻
颯
姫
、
柳
澤
陸
斗
、
青
山

諒
平
、
村
井
朱
里
（
埼
玉
県
）

坂
野
功
治
（
東
京
都
）
岩
崎

友
己
、
宮
土
尚
治
、
廣
瀬
恵

佳
、
門
馬
恵
美
子
、
北
浜　

実
、布
田　

博
、石
井
奈
穂
美
、

鈴
木
裕
也
、
髙
橋
千
景
（
静

岡
県
）
外
岡
吉
文
、外
岡
喜
寿
、

外
岡
秀
道
、
外
岡
精
治
郎
（
兵

庫
県
）
千
葉
和
也
、中
谷
雅
行
、

山
口　

梓
（
長
崎
県
）
平
田

夏
樹
（
熊
本
県
）
木
場
琉
悠
、

木
場
栄
子
（
大
分
県
）
若
林

由
衣
、大
石
明
弥
、泥
谷
沙
良
、

堀　

綾
花
、
渡
邊
快
翔
、
小

野
有
柚
子
、
松
岡　

駿
、
豊

島
大
空
、
田
中
大
地
、
長
谷

駿
之
介
、
工
藤
広
四
郎
、
仲

家
一
太
、
首
藤　

樹
、
川
崎

大
輝
、
甲
斐
早
織

Ⅲ  

国
際
貢
献
表
彰

 （
岩
手
県
）
岩
手
県
立
一
関

工
業
高
等
学
校
（
宮
城
県
）

只
野
輝
成
（
茨
城
県
）
龍
ケ

崎
市
国
際
交
流
協
会
（
静
岡

県
）
ポ
ー
ラ
ン
ド
市
民
交
流

友
の
会
・
浜
松
（
三
重
県
）

細
川　

稔
（
京
都
府
）
小
川

雄
暉
（
福
岡
県
）
羽
根
正
俊

Ⅳ  

外
国
人
善
行
表
彰

 （
北
海
道
）
フ
セ
イ
ン
・
ザ

ナ
テ
ィ
ー
（
岩
手
県
）
遠

藤
ペ
ル
リ
タ
（
ポ
ー
ラ
ン

ド
）
Ｌ
Ｕ
Ｚ　

ポ
ー
ラ
ン
ド

少
年
少
女
舞
踊
団
（
ア
メ

リ
カ
）
横
田
基
地
協
会
カ

ト
リ
ッ
ク
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

二
〇
一
九
関
東
地
区
ス
ペ

シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
ブ

ル
ー
ム
、
第
三
七
四
施
設
中

隊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
、

第
一
八
兵
站
即
応
中
隊
車

両
整
備
小
隊

二
、
特
別
善
行
表
彰

　
　
　
　選
考
委
員
会

一
般
社
団
法
人
日
本
善

行
会
は
、
二
月
二
十
六
日

(

水)

、
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ

谷
会
議
室
に
お
い
て
、
令
和

二
年
度
特
別
表
彰
善
行
金

章
・
善
行
銀
章
受
賞
者
の
選

考
委
員
会
を
開
催
し
た
。

選
考
委
員
会
で
は
、
本
会

の
各
支
部
を
は
じ
め
多
く

の
推
薦
機
関
か
ら
推
薦
さ

れ
た
候
補
者
に
つ
い
て
、
善

行
継
続
年
数
や
善
行
銀
章

及
至
善
行
（
銅
）
章
受
賞
後

の
善
行
活
動
の
状
況
に
つ

い
て
慎
重
に
審
査
を
行
っ

た
。そ

の
結
果
、
栄
え
あ
る
受

賞
者
と
し
て
、
善
行
金
章
受

賞
者
三
十
三
名
と
善
行
銀

章
受
賞
者
九
十
六
名
を
決

定
し
た
。

な
お
、
表
彰
式
は
十
一
月

二
十
一
日
（
土
）
に
、
秋
季

と
同
時
に
明
治
神
宮
参
集

殿
に
お
い
て
行
わ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

（
敬
称
略
）

◇ 

善
行
金
章（
三
十
三
名
）

（
北
海
道
）
齊
藤　

勉
、
藤

川
英
幸
（
青
森
県
）
佐
々
木

み
ゑ
、
高
木
弘
子
（
宮
城
県
）

千
葉
源
治
、
野
中
久
子
（
群

馬
県
）
吉
田
輝
男
、
井
上
藤

男
、
芝
美
智
子
、
深
谷　

茂
、

田
島
昌
代
、
大
熊
信
行
、
松

本
好
司
（
千
葉
県
）
白
井
榮

一
、
小
林　

稔
（
東
京
都
）

桑
田
元
一
（
神
奈
川
県
）
吉

井　

勇
（
福
井
県
）
松
本
一

男
（
愛
知
県
）
塩
谷
直
子
（
滋

賀
県
）
田
中
豊
治
（
大
阪
府
）

平
畑　

弘
、
井
田
秀
夫
、
宮

浦
ミ
ネ
子
（
兵
庫
県
）
小
川

初
男
、
久
須
國
子
、
石
井
麻

子
（
香
川
県
）
大
林
セ
ツ
（
福

岡
県
）
山
富
志
郎
、
是
枝
亮

子
、
平
川
貴
史
（
長
崎
県
）

中
島
竹
輔
（
熊
本
県
）
佐
久

間
公
弘
（
大
分
県
）
松
井　

猛◇ 

善
行
銀
章（
九
十
六
名
）

（
北
海
道
）
三
浦
勝
利
、
松
木

　

昇
、
西
舘
喜
代
子
、
小
西

功
圃
、
横
堀
邦
夫
（
青
森
県
）

蝦
名
良
子
、
町
田
光
司
、
山

本
喜
久
、
野
呂
與
志
勝
（
岩

手
県
）
山
﨑
隆
男
、
和
賀
八

代
子
（
宮
城
県
）
内
池
榮
子
、

鈴
木
徳
子
、
吉
田
日
出
子
、

三
浦　

忍
、
日
野　

修
、
鈴

木
忠
雄
（
福
島
県
）
鴫
原
仁

子
、
國
分
征
四
郎
、
細
部
き

く
子
（
茨
城
県
）
笹
島　

啓

（
栃
木
県
）
佐
藤
裕
信
、
荻

原
良
生
、
降
幡
静
子
、
鈴
木

隆
守
（
群
馬
県
）
吉
本
賢
二
、

佐
藤　

孝
、
池
畠
敏
子
、
井

部
孝
一
、
小
林
江
津
子
、
戸

丸
冨
美
子
、
大
和
英
雄
、
石

井
禮
子
、
津
久
井
信
次
、
飯

塚
祐
子
、
角
田
秀
夫
、
松
本

憲
吾
、
曽
我
幸
治
（
千
葉
県
）

上
原　

潔
、
岸　

辰
哉
、
三

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

　　大
分
県
大
分
支
部

新
年
祝
賀
会
を
開
催

令
和
二
年
一
月
二
十
五

日
（
土
）、
大
分
市
内
の
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い

て
新
会
員
の
歓
迎
と
、
親
睦

を
目
的
に
「
新
年
祝
賀
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
十
一
時

二
十
五
分
に
は
全
員
が
揃
い
、

別
の
部
屋
で
集
合
写
真
を
撮

り
、
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
へ
移

動
、
定
刻
ど
お
り
の
開
会
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
は
総
合

司
会
を
ベ
テ
ラ
ン
の
田
仲
満

紀
子
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し

た
。
支
部
長
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
祝
吟
（
祝
賀
の
詞
）
佐

藤
満
洋
副
支
部
長
、祝
舞
（
大

雪
山
）
新
会
員
柴
田
束
さ
ん

そ
し
て
乾
杯
、
祝
宴
と
な
り

ま
し
た
。
余
興
は
前
も
っ
て

お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
普
段

か
ら
慰
問
活
動
等
で
活
躍
の

皆
さ
ん
、
み
ん
な
で
楽
し
む

コ
ツ
を
心
得
て
い
ま
す
。
歌

や
踊
り
と
尽
き
ま
せ
ん
。
閉

会
ま
で
三
十
分
と
な
り
、
お

楽
し
み
抽
選
会
、全
員
で
「
今

日
の
日
は
さ
よ
う
な
ら
」
を

大
合
唱
し
て
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
者
は
三
十
名
程

で
し
た
が
、
大
変
思
い
出
に

残
る
祝
賀
会
と
な
り
ま
し
た
。

善
行
川
柳	

選
者	

東

　
　逸
平

○

さ
あ
五
輪

　み
ん
な
待
っ
て
る

　平
和
鳩

北
海
道

齊
藤

　
　勉

評
／
さ
あ
、
皆
が
待
っ
て
ま
す
ね
。
五
輪
で
平
和
鳩
が
飛
び

出
す
の
を
。
同
感
。

○

目
を
覚
ま
し

　今
日
の
命
に

　あ
り
が
と
う

宮
城
県

阿
部

　澄
江

評
／
生
死
ギ
リ
ギ
リ
の
瀬
戸
際
か
ら
目
を
覚
ま
し
た
時
の
感

動
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。《
今
日
の
命
に

　あ
り
が
と
う
》
の

言
葉
が
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

○

硫
黄
島

　兵
士
等
の

　ご
遺
骨
捧
持
し

東
京
都

神
鳥
谷
知
己

評
／
か
つ
て
戦
争
で
玉
砕
し
た
兵
士
達
の
ご
遺
骨
を
捧
げ

待
っ
て
い
る
魂
を
打
つ
言
葉
で
す
。
こ
こ
は
《
兵
士
等
の
》

よ
り
も
《
兵
士
達
の
》
と
し
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

○

誤
嚥
予
防

　詩
吟
楽
し
み

　咽
鍛
え

大
分
県

佐
藤

　満
洋

評
／
《
誤
嚥
予
防
で

　詩
吟
楽
し
む

　咽
鍛
え
》
と
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
言
葉
は
、
切
れ
切
れ
に
な
り
ま
す
が
、

意
味
は
繋
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
訂
正
と
お
詫
び

二
月
号
の
川
柳
で
真

野
和
代
様
の
川
柳
が
交

通
の
安
全
願
う
子
供
た

ち
（
昨
年
十
月
号
に
掲

載
さ
れ
た
神
鳥
谷
知
己

様
の
川
柳
）
と
掲
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
正

し
く
は
、
参
道
に
腰
を

下
ろ
し
て
秋
な
が
め
で

す
。
真
野
和
代
様
及
び

神
鳥
谷
知
己
様
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

事
を
深
く
お
詫
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　一
般
社
団
法
人	

日
本

善
行
会
で
は
、
善
行
の

表
彰
並
び
に
善
行
精
神

の
普
及
と
実
践
を
通
じ

明
る
く
住
み
よ
い
社
会

環
境
づ
く
り
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
活
動
を
ご

支
援
い
た
だ
く
た
め
に
、

広
く
会
員
を
お
さ
そ
い

下
さ
い
。

会
員
の
種
類

①
普
通
会
員
（
正
会
員
）

　個
人

　年
額

　五
千
円

　法
人

　年
額

　一
万
円

②
特
別
会
員
（
正
会
員
）

　個
人

　年
額

　一
万
円

　法
人

　年
額

　三
万
円

③
賛
助
会
員

　個
人

　年
額

　千
円
以
上

※
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
年
間

　購
読
料
五
百
円
含
む

入
会
の
お
さ
そ
い

令

和

元

年

度

特
別
賛
助
寄
付
金

群
馬
県
前
橋
支
部

（
一
金

　五
万
円
）

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ

ン
ぺ
を
開
催
し
、
そ
の
協
賛

頂
い
た
益
金
を
本
会
に
寄
贈

＊
貴
重
な
浄
財
の
ご
寄
付
に

　

感
謝
い
た
し
ま
す
。

森
郁
子
（
東
京
都
）
稲
垣
喜

光
、
久
保　

猛
、
松
澤
育
男
、

眞
田
玉
雄
、
増
田
伸
幸
、
梶

原
陽
子
、
鈴
木
文
康
、
長
谷

川
喜
重
（
神
奈
川
県
）
石
川

サ
ヨ
子
、
山
鼻
昭
夫
（
長
野

県
）
伊
藤
ひ
で
（
福
井
県
）

生
田
健
一
（
静
岡
県
）
菅
野

寛
也
、
榑
林
静
男
、
長
谷　

勇
（
愛
知
県
）
加
藤
和
雄
、

松
山　

信
（
大
阪
府
）
北
口

幸
三
、
城
島
末
明
、
小
高
秀

昭
、
吉
川
英
次
、
砂
川
敬
子

（
兵
庫
県
）
宮
村
文
隆
、
橋
本

新
一
郎
、
鈴
木
芳
江
、
藤
井

美
代
子
、
安
藤
博
美
、
四
方

玲
子
（
岡
山
県
）
實
盛
祥
五
、

小
池
敏
彦
（
香
川
県
）
松
岡

　

悟
（
福
岡
県
）
渡
部
久
雄
、

大
槻
茂
男
、
原
田
享
純
、
平

田
俊
興
、
山
田　

茂
、
加
藤

律
代
、
有
本　

篤
、
今
村
利

之
、
廣
瀬
明
子
、
棟
形
和
義

（
佐
賀
県
）
池
田　

一
、
牧
山

　

勵
（
長
崎
県
）
小
野
原
茂
、

宮
島
大
典
、
末
次
精
一
（
熊

本
県
）
吉
田
薫
子
、
宮
本
廣

美
、
鍬
柄
清
嘉
（
大
分
県
）

漆
間
桂
造
、
立
川　

壽
、
片

山
繁
則
、
石
田
義
則
、
山
崎

一
恵
、
釘
宮
英
嗣

こ
の
よ
う
に
慶
祝
事
が
三

年
間
続
く
事
が
周
知
さ
れ
た
。

続
い
て
、
高
井
國
昭
支
部

相
談
役
の
発
声
で
乾
杯
に
移

り
、
来
年
度
担
当
、
有
野
勇

ブ
ロ
ッ
ク
長
（
副
支
部
長
）

に
よ
る
中
締
め
で
、
盛
会
裡

の
内
に
新
年
交
礼
会
が
閉
会

し
た
。




